
（別紙３）

～ 令和7年1月15日

（対象者数） 25名 （回答者数） 20名

～ 令和6年9月10日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・家庭、医療機関、事業所と連携を図りながら、安全に医療

的ケアを受け、安心して過ごすことができるように努めま

す。また、医療的ケアを受けながら、他利用者様と一緒に活

動へ参加し充実した日々を過ごすことができるように支援し

ています。

2

・体育館での活動を定期的に取り入れていきます。

3

・子どもの発達状況を把握しながら、一人ひとりに合わせた

遊びの活動の提供、集団活動を組み合わせて支援します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今すぐの改修等は難しいため、見守りや声掛けを行いなが

ら安全面に配慮して支援を行います。

2

3

○事業所名 阿桜園　放課後等デイサービス事業所　たんぽぽ

○保護者評価実施期間
令和6年12月27日

○保護者評価有効回答数

令和6年8月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・現在、使用しているトイレが成人用であり、また洋式トイ

レが少ない。段差がありバリアフリー化されていないこと。

・入所棟と併設されており、築年数も長くなってきたため。

・看護師が常勤しており、医師の指示書に基づいて医療的ケ

ア児の支援を行うことができます。

・医療的ケアを必要としている利用者様がご利用される場合

は、医療機関と連携を図り医師の指示書に基づいて支援を

行っています。

・園内に体育館があり、体を動かす遊び等を思いっきり楽し

むことができます。

・活動の中に体育館での遊びを取り入れながら、支援室内だ

けでは行うことができない、遊びや活動を提供しています。

・園内で療育等支援事業を行っており、療育に関しての教材

がたくさんあります。

・活動に合わせて教材を使用しています。

事業所における自己評価総括表公表


